
最
近
、
職
場
に
お
け
る
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題

が
度
々
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
Ｈ

２
８
年
度
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

従
業
員
か
ら
の
相
談
の
多
い
テ
ー
マ

は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
３
２
・

４
％
）
で
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。
し
か
も
、
過
去
３
年
間
で
パ
ワ

ハ
ラ
を
受
け
た
事
が
あ
る
と
回
答
し

た
従
業
員
は
、
３
２
・
５
％
に
も
達

し
て
い
ま
す
。
企
業
側
も
予
防
・
解

決
に
向
け
た
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
減
少

し
て
い
な
い
の
が
実
態
の
よ
う
で
す
。

▼

「
職
場
の
雰
囲
気
が
悪
く
な
る
」

「
従
業
員
の
心
の
健
康
を
害
す
る
」

な
ど
企
業
側
も
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受

け
た
従
業
員
回
答
で
、
何
も
し
な
か
っ

た
理
由
の
上
位
が
「
何
を
し
て
も
解

決
に
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」
「
職
務

上
不
利
益
に
な
る
と
思
っ
た
」
と
な

り
企
業
と
従
業
員
間
に
隔
た
り
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
特
に
パ
ワ
ハ
ラ
を

受
け
た
経
験
が
一
度
で
あ
っ
て
も
、

怒
り
や
不
満
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲

減
退
な
ど
の
心
身
へ
の
影
響
が
多
く

見
ら
れ
不
眠
、
休
職
、
通
院
、
服
薬

な
ど
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
す
。
▼

パ
ワ
ハ
ラ
と
は
、
「
同

じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職
務

上
の
地
位
や
職
場
内
の
優
位
性
を
背

景
に
、
業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え

て
精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る

又
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為
」

と
定
義
さ
れ
典
型
例
と
し
て
①

身
体

的
攻
撃
②

精
神
的
攻
撃
③

人
間
関
係

か
ら
の
切
り
離
し
④

過
大
な
要
求
⑤

過
小
な
要
求
⑥

個
の
侵
害
（
私
的
な

こ
と
に
過
度
に
立
ち
入
る
）
と
６
分

類
し
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
が
早
急

に
な
く
な
る
職
場
に
な
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。

２ ０ １ ９ 年 ６ 月 第 ３ ７ １ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

「会」は沖電気とその関連などで働く人々が

「安心して人間らしく働ける職場」を願って

創られました。正規・非正規を問わず誰でも

入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相 談は無 料です。ホームページの「相

談窓口」で常時受け付けています。「沖電気

の職場を明るくする会」で検索してください。
ホームページ 沖電気の職場を明るくする会 検索→

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都品川区二葉2-20-8 染野ビル２Ｆ 電話03（6421）5323

オ
ダ
マ
キ

花言葉：愚か

「
国
連
が
提
唱
す
る
人
権
・
労

働
・
環
境
及
び
腐
敗
防
止
の
4

分
野
に
お
け
る
国
連
グ
ロ
ー
バ

ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
の
10
原
則
」

を
実
践
し
、
「
持
続
可
能
な
社

会
」
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

順
守
）
の
徹
底
は
、
企
業
が
存

続
し
て
い
く
上
で
も
っ
と
も
重

要
な
活
動
」
と
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

デ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
（
人
間

ら
し
い
働
き
方
）
や
貧
困
を
な

く
す
等
国
連
が
定
め
た
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
に
向
け
て
積
極
的
に
推

進
す
る
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
く
企
業
経
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
賃
金

や
待
遇
格
差
で
す
。
諸
制
度
や

年
齢
別
最
低
賃
金
を
適
用
し
て

い
く
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

非正規に最低賃金の適用を
（ＯＫＩの年齢別最低賃金）

＊月の労働時間を１５５時間として換算

企
業
の
成
長
は

国
際
労
働
基
準
を
基
盤
に
し
て
こ
そ

電機各社の売上高に占める

研究開発費の割合

（2016年3月期の例）

ＯＫＩの売上高・営業利益・従業員数



　　全国の土砂災害危険箇所の上位県名
　　　（０２年　総数５２万、５３０７か所のうち）
広島県 31,987大分県 19,640
島根県 22,296和歌山県 18,487
山口県 22,248高知県 18,112
兵庫県 20,748愛知県 17,783

　　　　　　　2019年3月期 　　　　　　　201８年3月期
売上高 営業利益 営業利益率 売上高 営業利益 営業利益率

情報通信 1,843 147 8.0% 1,727 135 7.8%
メカトロシステム 827 1 0.1% 935 　　　△５１ ー
プリンター 1,026 57 5.6% 1,089 27 2.5%
ＥＭＳ 652 37 5.7% 555 33 5.9%
その他 67 9 13.4% 74 10 13.5%
共通費用 ー 　　　△７６ ー 　　　△７７

合計 4,415 175 4.0% 4,380 77 1.8%

　　事業名

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ９ 年 ６ 月 第 ３ ７ １ 号

話題

《
沖
電
気
を
考
え
る
》

第
１
３
３
回

設
備
投
資
・
研
究
開
発
費
な
ど

広島県でみる日本の防災体制
大丈夫なの？土砂災害の対策

過去１０年で売上高に占める割合が
８.３％ （365億円）で最高額に

2018年3月期には設備投資＋減価償却＋研究

開発費の合計は売上比５.７％(249億円）まで

減少。特に研究開発費は84億円まで縮小してい

たが2019年年3月期は107億円に回復しました。

２０１９年３月期の設備投資、減価償却費は有

形・無形資産の合計費、１８年３月期までは有

形資産のみの数値です。

雇
用
者
数
は
１
３
年
１
月

の
５
１
７
９
万
人
か
ら
１
９

年
１
月
は
５
６
２
８
万
人
へ

と
４
４
９
万
人
増
加
。
そ
の

う
ち
非
正
規
雇
用
の
増
加
数

は
３
２
７
万
人
。
割
合
は
３

８
・
３
％
に
達
し
過
去
最
高

に
な
り
ま
し
た
。

減
り
続
け
る
砂
防
河
川
予
算
（
広
島
県
の
場
合
）

増
加
傾
向
の
土
砂
災
害
（
全
国
）

８
年
が
経
つ
東
日
本
大
震

災
、
福
島
の
原
発
災
害
の
復

興
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
温
暖

化
の
影
響
も
あ
り
、
豪
雨
災

害
も
頻
繁
で
す
。
１
８
年
７

月
に
は
、
危
険
箇
所
が
多
い

西
日
本
で
土
砂
災
害
（
土
石

流
、
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
）

に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

広
島
県
で
は
１
１
５
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
の
施
策

人
員
も
予
算
も
不
足

日
本
に
は
防
災
を
担
当
す

る
省
庁
が
あ
り
ま
せ
ん
。
防

災
を
担
当
す
る
の
は
、
内
閣

府
の
職
員
で
約
９
０
人
と
聞

く
。
こ
れ
で
は
、
手
だ
て
が

で
き
ま
せ
ん
。
防
災
庁
が

必
要
と
い
う
要
望
は
い
ま

だ
に
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

広
島
県
の
土
砂
災
害
の
危

険
箇
所
は
日
本
一
で
す
が
、

国
の
予
算
が
削
ら
れ
て
（
図

１
・
２
）
河
川
改
修
な
ど
の

対
策
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
は
公
共
事
業
の

見
直
し
か
ら
開
始
す
る
必
要

を
感
じ
ま
す
。
（
謙
）図は広島府中町議・二見

伸吾さんの資料から

雇用増の７割超が非正規

連結

年3月期

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
で

安
全
性
向
上
の
実
感

【
埼
玉
・
蕨
】

蕨
駅
の
隣
の
南
浦
和
駅

に
、
島
式
ホ
ー
ム
の
片
側

だ
け
で
す
が
、
ホ
ー
ム
ド

ア
が
設
置
さ
れ
て
約
３
ヵ

月
、
毎
朝
ホ
ー
ム
を
歩
く

と
き
に
安
全
性
の
大
幅
な

向
上
を
感
じ
て
い
ま
す
。

朝
の
通
勤
時
間
帯
は
狭
い

ホ
ー
ム
に
人
が
多
く
、
混

雑
の
な
か
ホ
ー
ム
の
端
を

歩
く
こ
と
に
な
り
、
か
な

り
注
意
し
て
歩
い
て
い
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設

置
さ
れ
て
か
ら
ホ
ー
ム
ド

ア
が
あ
る
側
を
歩
く
こ
と

で
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。
蕨
駅
も

今
年
度
中
に
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
の
予
定
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
少
し
で
も
早
い

設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

長
期
連
休
で
、

家
計
は
大
打
撃

【
埼
玉
・
本
庄
】

初
め
て
の
大
型
連
休
は
、

｢

結
局
ど
こ
へ
も
行
か
な
か
っ

た｣

と
話
す
契
約
社
員
。

「
来
月
の
給
料
の
額
が
気

に
な
る
」
と
い
い
ま
す
。

勤
務
日
数
が
給
与
に
直
結

す
る
た
め
、
給
料
が
減
り

「
休
み
の
格
差
」
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
す
。
沖
電

気
に
直
接
雇
用
さ
れ
て
い

る
契
約
社
員
は
①

時
給

②

日
給
③

月
給
と
契
約

に
応
じ
て
賃
金
が
違
っ
て

い
ま
す
。｢

正
社
員
と
同
じ

よ
う
に
直
接
雇
用
さ
れ
て

い
る
の
に
、
何
故
、
賃
金

体
系
は
同
じ
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
不
合
理
な
格
差
」
の

是
正
を
求
め
て
い
る
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
か
ら
み
て
も
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い

る
契
約
社
員
は
、
正
社
員

と
同
じ
「
月
給
制
」
に
す

る
の
が
当
然
で
し
ょ
う
。

ロ
ッ
カ
ー
か
ら
工
場
の

通
路
に
屋
根
が
欲
し
い

【
群
馬
・
富
岡
】

富
岡
工
場
の
ロ
ッ
カ
ー

は
、
二
階
建
で
す
。
二
階

は
男
子
ロ
ッ
カ
ー
、
一
階

は
男
子
ロ
ッ
カ
ー
と
女
子

ロ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。

２
階
の
男
子
ロ
ッ
カ
ー
と

一
階
の
女
子
ロ
ッ
カ
ー
に

は
屋
根
が
あ
り
ま
す
が
、

一
階
の
男
子
ロ
ッ
カ
ー
の

出
入
口
か
ら
工
場
ま
で
の

通
路
に
屋
根
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
距
離
７
ｍ
５
０

㎝
。
小
雨
な
ら
大
丈
夫
で

す
が
、
強
い
雨
が
降
る
と

結
構
濡
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
日
も
、
始
業
時
間
帯
に

や
や
強
い
雨
が
降
り
、
傘

を
持
っ
て
職
場
に
行
く
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

皆
さ
ん
濡
れ
な
い
よ
う
に

７
ｍ
５
０
㎝
の
全
力
ダ
ッ

シ
ュ
で
す
。

「
濡
れ
な
い
で
職
場
に
い

け
る
と
い
い
の
に
」
の
声

も
。
距
離
も
長
く
な
い
の

で
、
屋
根
が
欲
し
い
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ

事
業
別
の

売
上
高
と
営
業
利
益

グ
ル
ー
プ
全
体
（
連
結
）

で
は
、
前
年
比
増
収
増
益

で
売
上
高
営
業
利
益
率
は

４
％
に
回
復
。


